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☆ 施行直前にマニュアルは用意されたようですが、会社お得意の「絵に描いた餅」はいつまで続くの？？！！ 

 
 

 

 

  

ま
ず
最
初
に
誰
も
が
思

う
こ
と
で
す
が
「
対
象
と
な

る
駅
員
の
い
な
い
駅
（
無
人

駅
や
委
託
駅
社
員
の
勤
務
時
間

外
等
）
で
、
車
椅
子
利
用
者

が
そ
の
ホ
ー
ム
で
ポ
ツ
ン
と

電
車
を
待
っ
て
い
る
」
・
・

そ
ん
な
場
面
な
ん
て
考
え

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
会
社
は
本
当
に

そ
う
い
っ
た
場
面
を
想
定

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

訓
練
も
丌
十
分
！ 

 

  

が
、
車
椅
子
の
扱
い
方
の
み

で
、
肝
心
の
「
乗
務
途
中
の
乗

務
員
が
ど
う
い
っ
た
手
順
で
行

な
え
ば
良
い
の
か
、
出
来
な
い

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
」
等
々
の
具
体
的
な
説
明

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
そ

の
後
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
提
示
） 

 

今
月
下
旬
、
職
場
内
安
全

会
議
で
も
こ
の
問
題
が
取

り
上
げ 

    
 

   

対
応
場
面
が 

想
像
つ
か
な
い
？
！ 

乗
務
員
に
よ
る
車
椅
子

対
応
の
訓
練
が
行
な
わ
れ
、

６
月
よ
り
実
施
と
な
り
ま

す
。
一
般
向
け
に
も
宣
伝
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
こ
数
年
来
の
会
社
施

策
同
様
、
今
回
も
肝
心
の
中

味
を
決
め
な
い
ま
ま
、
現
場

に
丸
投
げ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

り
上
げ
ら
れ
、
大
勢
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
丌
安
や
疑
問
を

払
拭
出
来
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

最
大
の
問
題
点
？ 

対
象
エ
リ
ア
内
外
問
題 

 

色
々
な
問
題
点
が
あ
り
、

左
別
枠
で
は
納
ま
り
き
れ

ま
せ
ん
。
現
時
点
で
一
番
の

ネ
ッ
ク
は
対
象
エ
リ
ア
枠

を
決
め
た
こ
と
で
、
例
え
ば

京
葉
快
速
で
永
田
か
ら
京

葉
線
内
の
駅
ま
で
乗
車
希

望
で
あ
っ
て
も
、
蘇
我
か
ら

は
対
象
エ
リ
ア
外
と
い
う

こ
と
で
、
駅
員
に
よ
り
一
旦 

下
車
後
、
違
う
電
車
に
乗
り

換
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
会
社
が
規
定
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
で
の
障
害
者

へ
の
差
別
か
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん

な
サ
ー
ビ
ス
な
ら
最
初
か

ら
な
い
方
が
マ
シ
で
は
？ 

 

 
 

 

＊ 段差のある駅は、角度を緩やかにする

ため、スロープ板が長くなる。最大で１６

５ｃｍ、重さは１０Kg を超えるという。女

性乗務員では困難なのではないか。段差や

長さがある分、危険も伴う。 

＊ 当該利用者を乗車させる前に降車駅を 

確認し、降車駅が階段しかない場合等は最

初から乗せない旨の説明が他区ではされて

いる。最近用意された資料では「ご希望に

添えない場合は代替え案を提案させていた

だく」とあるが、具体的な対応方は示され

ておらず、これも非常に無責任さを感じる。 

＊ 上記も含めて、対応出来る駅、出来な 

い駅の判別はされているが、駅や電車等に

よって様々な組み合わせが想定され、１＋

１＝２というわけにはいかない。どう考え

ても出来ない場面の方が、圧倒的に多いよ

うな気もするが・・・。乗務員は常に乗車

駅、降車駅の状態や設備等も把握しなけれ

ばならず、判断も非常にむずかしい。 

＊ 当該対応で何十分遅れようがかまわな 

い、お詫びの放送もいらないと会社の説明

にあるが、投げやりな態度にしか思えない。 

乗り換え列車等、場合によっては苦情は必

至であり、矢面に立たされる現場乗務員は

たまったものではない。   等々 

 

各
職
場
で

の
訓
練
、
及
び

説
明
も
ま
ち

ま
ち
で
、
当
区

で
は
蘇
我
駅

ホ
ー
ム
で
の

実
地
訓
練
は

あ
り
ま
し
た

が 

 

 


